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Ｑ５：学校教育における障害のある児童生徒への「合理的配慮」について教えてほしい。

Ａ： 平成２８年４月の障害者差別解消法の施行により、国公立の学校においては、「合理的

配慮の提供」が法的義務となった。「合理的配慮」とは、障害のある児童生徒が他の児童

生徒と同様、公平に教育の機会に参加することを目的として、学校の設置者及び学校が社

会的障壁*を除去するために行う「必要かつ合理的な取組」のことである。「合理的配慮」
は、本人・保護者からの意思の表明に基づくものであるが、意思の表明がない場合でも適

切な対応に努める必要がある。各学校においては、従前から行ってきた様々な配慮の内容

について「合理的配慮」の観点から整理を行い、実施することが求められる。

以下に、小・中学校で行う場合の「合理的配慮」について、決定・提供までの手順と配

慮点、具体例について述べる。

社会的障壁*：建物の段差や障害のある人に対する偏見等、障害のある人にとって、日常生活や
社会生活を送る上で、障壁となるようなもの。

１ 合理的配慮の決定・提供までの手順と配慮点

○黒板の文字 ○視力0.1（矯正後） ○黒板の文字が見やすいよう、座席の

が見やすく ○黒板に近づけば、通 位置を教室の前方にする。

Ａさん なるよう、 常の文字でも読むこ ○まぶしさへの配慮として、廊下側に

視覚障害 座席を配慮 とができる。 座席を配置するとともに、ブライン

してほしい。 ○明るすぎるとまぶし ドを設置する。

さを感じる。

○車いすで学 ○日常生活において車 ○エレベーター等の設置は財政上困難

校内を安全 いすを利用し、屋内 である。 個別の教育

・円滑に移 外を自力で移動する ○教室を３年間１階に固定する。 支援計画や

Ｂさん 動できるよ ことができる。 ○安全・円滑に移動できるよう、スロ 個別の指導

肢体不自由 う、施設を ○車いすの乗り降りは ープを設置する。常設できない場所 計画に記載

整備してほ 自力でできる。 には、取り付け式のものを用意する。 し、合理的

しい。 ○災害時の避難経路を確保し、担当職 配慮の提供

員を明確にする。 を行う。

○読み書きが ○毎時間、板書の視写 ○書く量を減らした書き込み式のワー

苦手で、書 が半分程度しかでき クシートを提供する。

Ｃさん 字に時間が ていない。 ○デジタルカメラによる板書の撮影を

学習障害 かかるため、 ○各教科の課題の提出 許可する。

書く量を減 がほとんどできてい ○特別支援教育コーディネーターが、

らしてほし ない。 教科間で課題の量や提出する順番を

い。 調整する。

【配慮点】

・検討の中で、学校にとって過重な負担に当たると判断した場合は、本人・保護者に

その理由を説明し、理解を得るよう努める。その際には、本人に十分な教育を提供

する視点から、代替措置の検討も含め、合意形成を図っていくことが大切である。

１ 意思の表明 ２ 障害の状態等の把握 ３ 合理的配慮の検討・決定
４ 合理的配慮

の提供
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２ 具体例

「合理的配慮の検討・決定」の際には、児童生徒の障害の状態を把握するとともに、その

子どもの背景にある様々な状況や困難さ等を理解することが大切である。児童生徒理解を一

層深めることで、その子どもに合ったより適切な指導を行うことができる。

以下に、児童生徒の困難さに応じた合理的配慮の一例を載せる。

困難さ 障害の状態等 合理的配慮の例

・単語をひとまとまりに捉える力が弱い ・単語のひとまとまりが分かるように、教科書等に
ために、たどたどしい読みになってし 線を入れる。
まう。 例）「雪が/しんしんと/降っています。」

・文字を音声に変換するスピードが遅い ・読む場所を指で押さえて読ませる。
文字を ために、逐次読みなど、たどたどしい ・定規やスリット（読む部分だけが見える自助具）
読むこと 読みになってしまう。 等の道具を使う。
が苦手 ・眼球をスムーズに動かすことが難しい ・音声教材を活用する。

ために文字を読み飛ばしてしまうた ・教員や保護者等が教科書等の文章を読んだものを
め、内容を理解することが困難である。 ＩＣレコーダー等に録音して聞かせる。

・教員が作成したプリントをデジタルデータで提供
し、ＰＣ端末等の音声読みあげ機能を利用する。

・授業中の教師や子どもの発言等の聴覚 ・授業を録音する。
的な情報や、板書等の視覚的な情報を ・板書をデジタルカメラ等で撮影する。

文字を 文字に変換するスピードが遅いため ・黒板を写す範囲を限定する。
書くこと に、ノートをとることが困難である。 ・穴埋め式のプリントで書き写す量を制限する。
が苦手 ・手先が不器用である。 ・筆記用具やノートなどの文房具を本人が使いやす

い物に変更する。
・パソコンやタブレット端末の使用を認める。

・視覚的な過敏さがあるために、太陽が ・色つきメガネやサングラスの着用を認める。
見ることや 照っている屋外で目を開けていられな ・白い紙の上に半透明のカラーシートを敷いて読む
読むことに い、紙の反射で白い紙に書かれている ようにさせる。
集中すること 黒い文字が読めない、黒板に太陽が当 ・白い紙ではなく、カラーペーパーに印刷する。
が苦手 たると光って見えにくい、ＬＥＤ照明 ・印刷する文字のフォントを見やすいものにする。

がまぶしくて疲れるなどの困難がある。

・聴覚的な過敏さや鈍麻さがあるために、 ・聞き取りやすい座席にするなど、座席の位置を工
教師の指示や友達の発言だけに注意を 夫する。
向けられない。 ・板書やプリントの配布など、伝えたいことを視覚

・特定の音以外を排除することが難しい 的に理解できるようにする。
ために考えをまとめられないなど、集 ・以下の1)～4)の機器等を使用する。

聞きたい音や 中することが困難である。 1)イヤーマフ：耳全体を覆い、騒音がひどい所で
考える作業に 自分の耳を守る道具
集中すること 2)ノイズキャンセリング・イヤホン：マイクで拾
が苦手 った騒音と正反対の音波を発生し、ノイズを軽

減させる機能が搭載されている道具
3)指向性スピーカー：前方向の限られた範囲へ音
を届ける道具

4)ＦＭ補聴器：ＦＭ電波を通して、直接補聴器へ
音を届ける道具

（月刊誌「教職研修 2018」の中の『イラストで学ぶ合理的配慮Ｂ andＡ 文：田中裕一文科省調査官』を参考に作成）

参考資料にある「特別支援学級及び通級による指導 教育課程編成の手引」や「教育支援資
料」、また、文部科学省のＨＰには、知的障害や情緒障害、自閉症、学習障害、注意欠陥多動性
障害など、障害種別の合理的配慮の例も掲載されている。ぜひ、個に応じた合理的配慮を検討す
る際の参考にしてほしい。

【参考資料】
・「特別支援学級及び通級による指導 教育課程編成の手引」 H31.3 県教委
・「学校における合理的配慮の提供について」リーフレット H28.2 県教委
・「教育支援資料」 H25.10 文科省
・「気になる子どもの理解からその具体的な指導へ」リーフレット H24.3 県教委

【配慮すること】

どの機器を使うのかについては、聞こ

え方に個人差があるだけでなく、好みの

形状や触り心地などに違いがあるため、

使用者が聞き取りやすい、集中しやすい

ものを選択することが大切である。

http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/h28gakkoniokerugoritekihairyonoteikyori-huretto.pdf
http://www.pref.tochigi.lg.jp/m05/education/gakkoukyouiku/tokubetsu/documents/kininarukodomonorikaitosidou.pdf

